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潮流が急で、瀬戸内海有数の難所といわれる来島海峡にかかる来島海峡大橋が霧の中に吸い
込まれていくような描写が、雄大でファタジックな画面を創りあげています。ミルク色の中に
浮かび上がる島々や船舶のとり入れ方が適切で、下部の海面のスペースも生かされ、橋の高さ
と巨大さが良く表現されています。

本コンテストは、写真を通じて海辺や港の四季折々、津々浦々の姿を表現していただき、
ともすれば港と疎遠になりがちな方々に対してその素晴らしさを再認識していただくと共
に、ウォーターフロントの景観への意識を高めることを目的としています。
ウォーターフロントフォトコンテストも今年で20回目となり、「海とみなと―その役割・安
全・歴史・観光」というテーマに対して、689点もの応募がありました。いただいた作品に
対して、平成23年10月20日に厳正なる審査を行った結果、次のとおり素晴らしい入選作
品を決定させていただきました。
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海とみなと―その役割・安全・歴史・観光

今回も沢山の力作が寄せられ、熱の入った審査会とな
りました。構図やプリントの調子など、しっかりとした
仕上がりの作品が年々多くなってきていますが、デジタ
ル化によって、多種多様な撮影条件に対応する機能が進
歩したことも影響しているのでしょう。又、照明システ
ムの向上もあって、ライトアップをする施設が増え、港
湾施設の夕景や夜景を写した美しい作品が数多くみられ
ました。又、今年は東日本大震災の影響で全国的に祭り
や花火大会などのイベントが自粛されたためか、そのよ
うな作品が例年より少なかったようです。被災地の一刻
も早い復興を願うばかりです。
本コンテストのテーマの根底にあるのは、海と人との

かかわり、景観の美しさ、海辺での生活の大切さ、防災、
安全施設の役割、歴史に残したい記録、など幅広い内容
ですが、審査を重ねるたびに新しい視点の作品に出会え
るのはうれしいことです。
応募作品全体を見ると有名な観光施設や風景を写した

ものが多いのですが、逆に、ごく身近な海辺での家族連
れの気軽なスナップやスポーツを楽しむ姿など、親しみ
のわく作品もほしいものです。又、最近は手軽なクルー
ジングも各地で行われているようですが、そのような折、
海側から見たウォータフロントの景観を狙ってみては如
何でしょうか。
次回も楽しみにしています。

総評

2011
豊かなウォーターフロント
フォトコンテスト
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物流の拠点である東京港。あらゆる機能を備えたスケールの大きな景観を、端正な構図で切
りとったカメラワークが抜群です。
快晴の日に、大型貨物船、クレーン、小型ボート、観光船、それに加え飛行機まで、パッチ
ワークのように写しこんだ画面構成に感心します。
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沖縄の大宜味村、塩屋湾で行われる海神祭とのこと。夏雲の下、美しい海に出航した数々の
小船の先には何があるのでしょうか。左手のわらをまとった人たちは女性なのでしょう、昔か
ら続く神事だと思いますが、不思議な光景です。ダイナミックな構図にまとめたカメラワーク
が巧みです。
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函館もすっかり近代的な美しい港町になりましたが、この作品は歴史のあるレンガづくりの
船着き場と現代的なレジャーボートとの対比で、昔ながらの運河の佇まいを引き出しています。
のどかで、こころ和む雰囲気がいいですね。

台風が近づいているのでしょうか。防波堤に激しく打ち寄せ、砕ける大波を見事なシャッタ
ーチャンスで捉え、実に迫力のある作品に仕上げています。灯台と怒濤が斜光に照らされ、立
体感とボリューム感が見事に表現されているからです。
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世界に誇る国際港、よこはま大桟橋での明
るく華やかな光景を、変化のある3カットでま
とめ、人々と海とのかかわりを見事に表現し
ています。客船を見送るのどかな桟橋風景。氷
川丸をバックにした船上結婚式のほほえまし
い光景。
豪華客船が並ぶ横浜港の美しい夕景。どの
カットも単写真としても秀作です。
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永い間活躍した青函連絡船と青森桟橋
可動橋が「機械遺産」として保存されて
いるとのこと、その様子を快晴の日を待
って真正面から狙って、すっきりとした
構図にまとめたカメラワークが巧みです。
海とのかかわりも時代と共に変化するこ
とを実感します。
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雪の降る中、黙々と出港準備にはげむ作業員たちの動きにリズム感があり、出航前の緊張感
が伝わってきます。画面全体に舞う雪の描写とモノト－ンに近い色調から、冬の港の寒さと、仕
事の厳しさが伝わってきます。
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実に明るく楽しげな光景ですね。鳥羽漁港での催しだそうですが、祭りの日に稚魚を放流し
ているのでしょうか、逆光撮影のため、子どもたちの仕ぐさと表情が光る海を背景に浮かび上
がり、子どもたちの楽しげな歓声が聞こえてくるようです。



2
0
11

豊
か
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「港湾」2011･12 9

2
0
11

豊
か
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

大
高
久
昌
　
兵
庫
県
淡
路
市
岩
屋
大
阪
湾

イ
カ
ナ
ゴ
船
出
漁

近
畿
地
方
整
備
局
局
長
賞

早朝なのでしょう。活気あふれる光景です。白波を立てて漁場に向かって疾走する漁船のま
わりを乱舞するカモメの群れが雰囲気を盛りあげ、望遠レンズの描写効果と相まって、実に迫
力のある作品になりました。

瀬戸内海に臨む工業都市、広島県の三原市。瀬戸内は朝霧の発生が多いところなのでしょう。
美しい朝焼けと海面に漂う霧の中に浚渫船のシルエットが浮き上がり、静かな雰囲気の中に、工
業都市の活気が感じられます。背景の山々は因島なのでしょうか。瀬戸内海の風情が感じられ
る美しい風景です.。
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全国で広く行われている海辺での養殖。瀬戸内の美しい風景の中に、養殖イカダが整然と並び、
手前に小さな漁港と段々畑をバランスよく写しこんだ画面から、平和で穏やかな生活が感じら
れる、美しい心にしみる風景作品になっています。
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暑い中、広い海に向かって、ひ
とり釣りに熱中する男の心意気を
感じます。夏雲、対岸の半島、疾
走する船、傘をかぶった釣り人、
それぞれをバランスよく、積み重
ねるように、タテ位置にフレーミ
ングすることで、ダイナミックな
構図となり、夏の関門海峡を強く
印象づけています。
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海辺での花火大会は各地で行われる華やかなイベントです。この作品は下関海峡を舞台にし
た花火大会だそうですが、シンボルの夢タワーと帆船を配した特徴のある景観を、スッキリと
した落ち着きのある画面に仕上げた、とても美しい作品です。
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整然と並んだ白い帆が珊瑚礁の広がる美しい海と青空に映えて、すっきりとした、さわや
かな画面を創り上げています。ヨットマンの動きにも変化があり、出航前の活気が伝わって
きます。
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総評に記した通り、今回はレベルの高い作品が多く、上位入賞
と紙一重の作品が多かったことを記しておきます。入選作品を並
べて見ると、あらためて人と海とのかかわりの深さを再認識させ
られますが、どの作品も狙いが絞られていて、作者のシャッター
を切った時の情感が素直に伝わってきます。
次回も又、より新しい視点で写したウォーターフロントの姿を
見せていただきたいと思います。

優秀賞
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介

優秀賞
加藤昌良（北海道羽幌町羽幌港）
青山弘志（北海道函館市函館港）
伊東映子（北海道知床知床）
吉井　泉（北海道釧路市釧路港）
武田敏久（青森県階上町小舟渡海岸）
山口和男（青森県青森市青森湾）
因幡繁之（岩手県宮古市藤原埠頭）
高橋　寿（秋田県三種町釜谷浜海水浴場）
佐々木誠志（秋田県秋田市秋田港）
三浦民雄（山形県酒田市酒田港本港）
多和裕二（東京都江東区青海東京港）
神田　昭（東京都江東区東京港）
浜中義孝（東京都港区お台場海浜公園）
鈴木　憲（東京都小笠原村二見港）
端　雅利（千葉県千葉市美浜区検見川の浜）
新保栄蔵（神奈川県横浜市横浜港）
田中和夫（神奈川県横浜市横浜港）
長谷川裕壽（神奈川県横浜市みなとみらい）
西尾利子（神奈川県横浜市横浜港）
伊藤良一（神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎海岸）
小形俊幸（新潟県新潟市新潟西港）
寺澤達夫（新潟県上越市直江津海岸）
山崎秀司（石川県輪島市曽々木海岸）
土屋敏彦（静岡県沼津市沼津港）
堀住雅夫（静岡県静岡市清水港）
北川　清（静岡県静岡市清水港）
家城洋之（静岡県静岡市清水区三保半島）
横井一範（大阪府大阪市大阪湾）
浅見崇司（兵庫県神戸市神戸港）
金生敏郎（兵庫県神戸市中央区神戸港中突堤）
武田　治（兵庫県淡路市岩屋）
谷山誠四郎（兵庫県姫路市姫路港）
牧原昭文（鳥取県鳥取市浜村港）
ミヨシ トシオ（香川県高松市高松港）
山台雄三（愛媛県今治市波止浜）
外尾英介（福岡県北九州市門司区西海岸）
杉江美知隆（長崎県高島町軍艦島）
山田宏作（鹿児島県垂水海潟漁）
中西康治（沖縄県石垣市登野城漁港）

国土交通大臣賞
山田富雄
（愛媛県今治市来島海峡・糸山海岸側）
国土交通省港湾局長賞
樋口　徹
（東京都江東区東京港）
日本港湾協会長賞
おおき・ゆうこう
（沖縄県大宜味村塩屋湾）
港湾海岸防災協議会長賞
飯田忠雄
（静岡県富士市田子の浦港）
北海道開発局長賞
佐伯範夫
（北海道函館市函館）
東北地方整備局長賞
柳谷昌輝
（青森県青森市青森港）
関東地方整備局長賞
片山和澄
（神奈川県横浜市中区横浜港）
北陸地方整備局長賞
佐藤芳惠
（新潟県新潟市新潟港）
中部地方整備局長賞
松井文郎
（三重県鳥羽市相差漁港）
近畿地方整備局長賞
大高久昌
（兵庫県淡路市岩屋大阪湾）
中国地方整備局長賞
加藤誠司
（広島県三原市三原港）
四国地方整備局長賞
竹村悦子
（愛媛県宇和島市遊子水が浦鼻宇和島湾）
九州地方整備局長賞
小方一男
（福岡県北九州市関門海峡）
石飛雅康
（山口県下関市あるかぽーと）
沖縄総合事務局長賞
山中健次
（沖縄県伊江村伊江ビーチ）

主催
（社）日本港湾協会
港湾海岸防災協議会

後援
国土交通省

協賛
（社）日本外航客船協会
（社）日本旅客船協会
（社）日本マリーナ・ビーチ協会
（社）ウォーターフロント開発協会
（財）みなと総合研究財団
（財）港湾空港建設技術サービスセンター
富士フイルム（株）

審査員（順不同・敬称略）
齋藤　潮
〈東京工業大学教授〉
廻　洋子
〈淑徳大学教授〉
富岡畦草
〈写真家〉
松野正雄
〈写真家〉
茶谷　茂
〈写真家〉
丸山隆英
〈国土交通省港湾局海岸・防災課長〉
池上正春
〈国土交通省港湾局国際・環境課長〉
鬼頭平三
〈（社）日本港湾協会理事長〉
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